
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 皆さんこんにちは、社長の近藤です。実は地元の

高校で後援会の会長をしていることもあり、先日そ

の高校の卒業式に参加してきました。その中で私も

祝辞を述べる役割があり、しっかりと準備をして、

大勢の前でコメントをさせていただきました。これ

からの門出という場で、貴重な機会をいただけたこ

とに感謝しています。 

 その中で卒業生代表の生徒は、お父さんがいない

中で、お母さんとおじいちゃんとおばあちゃんがサ

ポートしてくれたから無事に卒業ができたとコメン

トをしていました。この時期に卒業する生徒の中に

は、昨年の能登半島地震で本人やご家族が被災され

た人もいると思います。そんな背景もあるからこ

そ、この卒業生代表のコメントを聞いて、改めて親

に感謝しなければいけないと気付いた生徒もいたと

思います。私も、この生徒のコメントを聞いて感極

まって涙が溢れそうになりましたし、心の中で「頑

張れ～」とエールを送っていました。 

 当社では全社員が毎朝共通の本を読んでいるので

すが、その中にも次のようなことが書いてありまし

た。その学校では卒業式の時に後ろに立っている保

護者を生徒の席に座らせて、生徒をその横に正座さ

せるそうです。そして「親子の間で今まで色々なこ

とがあったかもしれないが、お前たちを学校に行か

せるために、親は一生懸命働いてそのお金を作って

きたんだ。学校の先生にお世話になりましたと言う

前に、まず親に感謝しなさい」と伝えているそうで

す。さらに親の手を握らせて「その手が18年間お前

たちを育ててきた手だ。分かるか。生まれたころは

柔らかい手をしておられたけど、今はゴツゴツして

おられるのは、お前たちを育てるために大変な苦労

をしてこられたからだ。それを忘れるな」と。 

 感謝に気づけない人は、社会でも活躍する事は難

しいでしょう。その原点が、親子関係なのかもしれ

ません。 

 私も親から受け継いだ会社を守る責任があり、素

晴らしい社員に支えられて経営をしております。ま

た、ありがたいことにたくさんのお客様とのご縁を

いただいております。その感謝を常に忘れずにこれ

からも取り組んでいこうと再認識させられる素晴ら

しい卒業式でした。  

 ３月４日 卒業式に参加して思ったこと  



 

 

                    

皆様こんにちは。暖かくなりましたね。ハウスの中では半袖でもいいくらいで、暖かい

というより暑いくらいです。天候が良くなったことでトマトの生育は各段に良くなり、収

穫量も2月と比較にならないほど増えました。 

3月はトマトの収穫と出荷がメインとなりますが、それだけに終わることなく、トマト

の栽培管理や他の野菜の管理、春作に向けての準備なども並行して実施していかなくては

いけませんので、時間効率を意識し、収穫・出荷は午前中、遅くとも午後からは他の作業

ができるようにしています。これから栽培終了する6月までは、いかに効率良く収穫・出

荷を早く終わらせることができるかが鍵となります。細かな点から少しずつでも改善を

し、作業効率を上げています。 

3月半ばのニンニクと玉ねぎは写真の通り、2月半ばごろと比べると、3倍は大きくな

くなったかと思うほど急激に大きくなりました。今の段階で葉や根を大きくし、これから

実が大きくなってきます。5月末ごろの収穫を楽しみにしつつ、病気にならないように管

理していきます。 

4月もトマトの収穫・出荷がメインとなりますが3月同様に他の作業も並行して進めて

いきます。4月のトマトは3月のものより確実に甘く美味しくなります。まだご賞味いた

だけていない方も、是非この機会にお召し上がりください。（担当：畠中） 

 皆さまこんにちは。健康経営チームの大倉です。当社は、3月10日に経済産業省と

日本健康会議が共同で主催する「健康経営優良法人2025（中小規模法人部門）」の

認定をうけました。さらに、その中でも特に優れた上位500社にのみ贈られる「ブラ

イト500」にも、3度目の選定をいただきました。 

 当社健康経営チームは「会宝産業に関わる全ての人が心身ともに健康で幸福を感じ

る空間のプロデュース」をビジョンとして掲げております。このビジョンに基づき、

従業員一人ひとりが心身ともに健康で、日々の業務においていきいきと、そして長期

にわたり働き続けることができるよう、多岐にわたる取り組みを積極的に推進しております。 

 昨年は、従業員の健康増進を目指した新たな試みとして、「元気UPチャレンジ（体力測定）」を社内にて

実施いたしました。この取り組みは、通常の健康診断だけでは把握することが難しい、従業員一人ひとりの

体力面を客観的な数値として可視化することを目的としております。体力測定の結果を通じて、従業員が自

身の体の状態を正確に把握し、日々の生活をより安全で快適に過ごすための具体的な気づきを得られるよう

にすることを意図しております。 

 今後も従業員の健康増進に積極的に取り組み、全ての従業員が健康で活力に満ち溢れた状態で働くことが

できる、そんな会社を目指して、より一層の努力を重ねてまいります。  

会宝農園の野菜はこちらのサイトからご購入いただけます。ぜひご覧ください。 

農業の取り組み ～農業事業部より～ 

  
 

 
「健康経営優良法人 中小規模法人部門 ブライト500」認定 
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  今月のパチリ 

 こんにちは。先月、2026年卒の就職活動が解禁となり、当社も本格的に採用活動を開始しました。労働

人口の減少や就職活動の早期化によって一段と採用が難しくなっている状況の中、当社も一人でも多くの学

生に情報を届けられるように、2019年からWeb上での説明会は実施していましたが、動画視聴形式の説

明会を始めました。これは、人事部長と採用担当の社員がアバターとなって会社の説明をする動画で、昨年

なかなか好評でした。 

 説明会はオンライン開催が主流となり、学生は一日にたくさんの会社の説明会や面接に参加できるように

なりました。学生にとっては多くの企業と接触できるようになった一方、時間に追われるようになったはず

です。そんな中で動画視聴形式にすれば、いつでも好きな時に好きな場所で会社の説明を聞いてもらう機会

ができるはずです。 

 当社は理念に共感し、事業内容に可能性を感

じてワクワクしてくれる、そんな学生を求めて

いますが、最も外せないのは「明るく元気で素

直な人」。そんな学生に出会えることを楽しみ

に活動しています。(担当：川村)      

社員海外レポート  
FROM 

INDIA 

 ナマステ！インドAKKの宮川です。本日は、インドの春のお祭りHoli（ホーリー）をご紹介します。 

 Holiはインド全土で祝われる春の祭りで、「色の祭り」とも呼ばれます。毎年3月頃に行われ、ヒンドゥー

教の伝説に基づく祭典ですが、宗教を超えて多くの人々が楽しむイベントです。祭りの前夜には火を焚く儀

式が行われ、翌日はカラフルな粉をかけ合い、音楽やダンスで盛り上がります。 

 Holiは、悪に対する善の勝利を祝うものですが、カラフルな粉をかけ合う日は、誰彼かまわず「Happy 

Holi!」と言いながら粉を掛け合うので、人々の結びつきを深める機会ともなります。この日は汚れてもいい

服を着ないと服がカラフルになり、後々大変な目に合います。 

 インド工場でもAKKスタッフたちとHoli

を祝い合い、私もしっかり頭からカラフル

になりました…!社員曰く、会社ではまだま

だ控えめとのことで、顔が真っ黒になるこ

とがやり切った証とのこと。写真の左が

Holi控えめな社員、右がやり切るタイプの

社員です。笑 



 

 

 今月のトピックス ～ 車輌買取サイトのリニューアル ～ 

  相場情報 ～生産部より～ 

 こんにちは、会宝産業の山口です。暖かくなると同時に花粉の季節になってきましたね。 

 相場のほうも暖かくなるにつれて・・・と、毎年のようにはならない動きでした。鉄相場は膠着状態、電

気銅は乱高下、アルミはじりじり下がる傾向

にあります。特にアルミに関しては円高が作

用している影響で国内スクラップ価格よりも

輸入した物の方が安く、需要が輸入物に流れ

ているようです。  

 銅相場もLME(ロンドン金属取引所)とNY市

場で13万円の開きがあるのも不安定さを表し

ているようにも見えます。 

2025年3月 見込み台数 

 入庫台数 1,100台          

 処理台数 900台     
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 先日、当社の車両買取サイトをリニューアルいたしました。会社のコーポレートサイトとは違い、いわゆ

るランディングページと呼ばれるこのサイトは「車を買い取って欲しい」という声に応えるものです。一般

の方にしてみると、年数の経っていない車は中古車としての価値をイメージできると思いますが、それ以外

の価値はまだまだ知らない方が多いと思います。 

 当社は中古自動車部品を国内外（海外は90か国）に販売しています。だから仮に車としての需要がなくて

も、まだまだ価値のある部品（パーツ）の査定をすることができます。 

だから「こんな車でも値段がつく

の！？」という問い合わせであっても、

ビックリするような買取価格になること

もあるのです。ぜひ当社の車両買取サイ

トを覗いていただき、見積もりを希望さ

れる際は、お気軽にお問い合わせくださ

い。（担当：佐藤） 

https://www.facebook.com/kaihoindustry
https://www.facebook.com/kurumabuhin
https://kaihosangyo.jp/
https://kaihosangyo.com/
https://www.instagram.com/kakimeshi_kkm/

